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はじめに
　人種や言語に関係なく，ある程度の正確さで表情を判
断できることが示されている（例：Ekman, Friesen, O' 
Sullivan, Chan, Diacoyanni-Tarlatzis, Heider, Krause, 
Lecompte, Pitcairn, Ricci-Bitti, Scherer, Tomita, & 
Tzavaras（1987））基本６情動（幸福，驚き，恐怖，怒り，
悲しみ，嫌悪）について，顔のどの部位を基に判断がお
こなわれているのであろうか。三橋・田島・中村・藤澤
（1998）は，４名の女子大学生に５つの表情（①笑い［口
を開けて笑っている顔］，②喜び［口を閉じて微笑んでい
る顔］，③悲しみ［涙は流さずに悲しそうな表情をした
顔］，④怒り［何かに怒った顔］，⑤無表情）を演じさせ
て撮影した上で，①と②を快表情刺激，③と④を不快表
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Effects of shading parts of the face on emotion recognition: An examination using methods of choice
Kenichi NAITOH
Abstract
 The purpose of this study was to examine the effects of shading parts of face on emotion recognition using 
methods of choice. The participants were 34 undergraduate students, whose ages ranged from 20 to 29 
years. The stimulus materials comprised photographs of six basic emotions (happiness, surprise, fear, 
anger, sadness and, disgust), and copies of these photographs in which upper or lower parts of these six 
basic emotions were shaded. The models for the photographs were six Japanese males and six Japanese 
females. The task assigned to the participants was to select emotional words appropriate for each 
photograph. The rates of correct responses for the male and female photographs of happiness, surprise and 
sadness were ＞ 90%. In the male photographs, differences in the rates of correct responses between 
photographs with their upper parts shaded and those with their lower parts shaded were significant in 
happiness, anger, sadness and disgust. In the female photographs, differences in the rates of correct 
responses between photographs with their upper parts shaded and those with their lower parts shaded 
were significant in happiness, fear, anger and disgust. These results suggest the following ; 1) Happiness 
can be recognised more precisely by viewing the lower parts of face regardless of the gender depicted in 
the photographs ; 2) Anger can be recognised more precisely by viewing the upper parts of face regardless 
of the gender depicted in the photographs ; 3) Fear can not be recognised precisely even in photographs 
that are not shaded ; 4) In future studies, it is necessary to examine effects of shading parts of the face on 
emotion recognition using other sets of photographs, and to examine effects of action units peculiar to 
each emotion on emotion recognition.
Key words：parts of face, facial action coding system, emotion recognition, methods of choice 
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考えられる。また，悲しみの表情では，関与するAUが
顔の上部と下部に２つずつ，嫌悪の表情では，関与する
AUが顔の上部と下部に１つずつあるため，これらの表
情では，顔の上部が隠された場合と下部が隠された場合
で，情動の判断の難しさに違いは見られないと考えられ
る。
　この仮説を検証するために，内藤（2014）は，大学生
54名（男性10名，女性44名，平均年齢19.7歳，19〜22歳）
を実験参加者として，基本６情動の顔写真（マツモト・
工藤，1996；全て異なる人物；計６枚），及びそれらか
ら作成した，目から上のみ（上部），口から下のみ（下部）
の画像を１枚ずつ提示し（上部，下部の画像を全て提示
した後に顔全体の画像を提示），それぞれの顔に表れて
いると思う情動を，記入用紙に１つ書くよう求めた。そ
の結果，幸福の表情（上部）の正答率は96.30%で，（下部）
は100.00%，驚きの表情（上部）の正答率は70.37%で，（下
部）は87.04%，恐怖の表情（上部）の正答率は0%で，（下
部）は1.85%，怒りの表情（上部）の正答率は46.30%で，（下
部）は38.89%，悲しみの表情（上部）の正答率は42.59%で，
（下部）は5.56%，嫌悪の表情（上部）の正答率は9.26%で，
（下部）は25.93%であった。内藤（2014）では統計的検
定はおこなわれていないが，幸福では上部と下部の正答
率にほとんど違いはなく（仮説と不一致），驚きでは上部
よりも下部のほうが正答率が高く（仮説と逆の方向），恐
怖では上部と下部でほとんど違いはなく（仮説と不一
致），怒りでは下部よりも上部のほうが正答率が若干高
く（仮説と方向は一致），悲しみでは下部よりも上部のほ
うが正答率が高く（仮説と不一致），嫌悪では上部よりも
下部のほうが正答率が高い（仮説と不一致）ことを示す
結果である。また，顔全体に対する判断の正答率は幸福
（100.00%），驚き（92.59%），怒り（96.30%）では高かっ
たものの，恐怖（18.52%），悲しみ（35.19%），嫌悪（37.04%）
では低かった（例えばEkman et al.（1987）における日本
情刺激，⑤を中性刺激とし（表情カテゴリー条件），また，
表示範囲条件として，全体刺激（顔全体を提示するもの），
上部刺激（顔の上半分［眉と目を含む］のみ提示するも
の），下部刺激（顔の下半分［口と鼻を含む］のみ提示す
るもの）の３つを設定した上で，女子大学生12名（平均
年齢21.8±1.2歳）に対して，快検出課題（「快」の表情と
思う刺激を検出する。快表情刺激が標的刺激となる。），
及び不快検出課題（「不快」の表情と思う刺激を検出する。
不快表情刺激が標的刺激となる。）をおこなわせた。そ
の結果，全体刺激では課題間に差は見られないが（どち
らも90%以上），上部刺激では快検出課題のほうが（快：
50%強，不快：70%強），下部刺激では不快検出課題のほ
うが（快：90%強，不快：80%強），正答率が有意に低かっ
た。このことから，笑いや喜びといった快表情は主に顔
の下部を，そして悲しみや怒りといった不快表情は主に
顔の上部を基にして表情が判断されている可能性が示唆
された。しかしながら三橋他（1998）では，快，あるい
は不快の判断を求めており，基本６情動の判断を求めて
いるわけではない。
　一方，筋肉レベルの顔の動きを，筋肉の機能的単位で
ある44のアクション・ユニット（以下，AU）の組合せで
記号化するFACS（Facial Action Coding System）を開発
したEkman & Friesen（1978）によれば，幸福，驚き，
悲しみ，恐怖，嫌悪，怒りの各表情には，表1に示した
各AUが関与するとされる。
　これを基に考えると，幸福の表情では，関与するAU
が顔の下部にあることから顔の下部が隠された場合に，
驚きの表情では，関与するAU４つのうち３つが顔の上
部にあることから顔の上部が隠された場合に，恐怖の表
情では，関与するAU６つのうち４つが顔の上部にある
ことから顔の上部が隠された場合に，怒りの表情では，
関与するAU４つのうち３つが顔の上部にあることから
顔の上部が隠された場合に，情動の判断が難しくなると
表情 AU 顔面動作
幸福 6+12 頬が持ち上げられる+唇の端を水平にひく
驚き 1+2+5+26 眉の内側を持ち上げる+眉の外側を持ち上げる+上瞼が持ち上げられる+顎が下がる
悲しみ 1+4+6+15 眉の内側を持ち上げる+眉は内側に引き寄せられる+頬が持ち上げられる+口唇の端は引き下げられる
恐怖 1+2+4+5+20+25 眉の内側を持ち上げる+眉の外側を持ち上げる+眉は内側に引き寄せられる+上瞼が持ち上げられる+唇は左右に水平に広がる+唇は離れている
嫌悪 9+10 鼻に皺を寄せる+上唇を上げる
怒り 4+5+7+23 眉は内側に引き寄せられる+上瞼が持ち上げられる+瞼の下を鼻のほうにひく+唇を固く締める
表1　Ekman & Friesen（1978）による，各表情のFACSによる記述
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れるそれぞれの顔に表れていると思う情動を，６つ（幸
福，悲しみ，驚き，怒り，嫌悪，恐怖）の中から一つを
選んで記入用紙に○印を付けさせる選択法を用いて，上
記の仮説を検証することを目的とする。
方法
１．実験参加者
　大学生34名（男性17名，女性17名，平均年齢21.0歳，
20〜29歳）。実験者は事前に概要を説明した上で，説明
に同意した者のみが参加した。
２．刺激材料
　マツモト・工藤（1996）から日本人女性の嫌悪の顔写
真１枚と，ATR顔表情画像データベース（DB99；ATR-
Promotions, 2006）から日本人男性の基本６情動の顔写
真それぞれ１枚ずつ，日本人女性の幸福，怒り，驚き，
人大学生98人の正答率は恐怖で65%，悲しみで87%，嫌
悪で60%）。
　内藤（2014）において仮説が支持されなかった理由の
一つに，それぞれの顔に表れていると思う情動を，実験
参加者自らが考えて書くという方法を用いたことが挙げ
られる。この方法は，Ekman et al.（1987），熊田・牧・
山口・吉田（2011），光戸・橋本（2010），鈴木・秋山（2009）
などで用いられている方法，すなわち，提示されるそれ
ぞれの顔に表れていると思う情動を，選択肢の中から一
つ選ぶ方法に比べて難易度が高いと考えられ，そのこと
が結果に影響した可能性がある。また，内藤（2014）では，
基本６情動の写真をそれぞれ１枚しか用いなかったた
め，顔と表情の表出パターンの個人差が，結果に影響し
た可能性もある。
　そこで本研究では，基本６情動の顔写真を２枚ずつ用
意した上で提示画像を作成し（目から上のみ［上部］12枚，
口から下のみ［下部］12枚，オリジナル12枚），提示さ
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間は 3 秒間），目から上のみ，あるいは口から下のみの
画像については，提示されるそれぞれの顔に表れている
と思う情動を，6つ（幸福，悲しみ，驚き，怒り，嫌悪，
恐怖）の中から一つを選んで記入用紙に○印を付けさせ，
顔全体の画像については，これに加えて，顔のどこの部
位で主に判断したのかを5つ（口，眼，鼻，眉，その他）
の中から一つを選んで記入用紙に○印を付けさせた。な
お，情動についての6つの選択肢，及び部位についての
5 つの選択肢については，試行間で同じ並びにならない
ようにした。実験に要した時間は，およそ 20 分であっ
た。 
 
結	 果 
 
１．顔全体に対する情動判断 
図2に，男性表情と女性表情に対する情動判断の正答
率を示した。幸福，驚き，悲しみについては男性表情，
女性表情とも正答率が90%を超えていた。怒りについて
は女性表情では90%を超えていたものの，男性表情では
70.6%の正答率であった（残りの 29.4%は嫌悪と判断）。
嫌悪については女性表情では64.7%（残りの35.3%は怒
りと判断）であったものの，男性表情では 8.8%と，正
答率が非常に低かった（88.2%が悲しみ，2.9%が驚きと
判断）。恐怖については男性表情，女性表情とも正答率
が低く（23.5%），男性表情では驚き（41.2%），悲しみ
（11.8%），嫌悪（11.8%），怒り（11.8%），女性表情で
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図1　実験に使用した顔全体，顔の上部，顔の下部の画像の例（いずれも嫌悪の表情）（ATR-Promotions, 2006）
図２　 体の正答率
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秒間），目から上のみ，あるいは口から下のみの画像に
ついては，提示されるそれぞれの顔に表れていると思う
情動を，６つ（幸福，悲しみ，驚き，怒り，嫌悪，恐怖）
の中から一つを選んで記入用紙に○印を付けさせ，顔全
体の画像については，これに加えて，顔のどこの部位で
主に判断したのかを５つ（口，眼，鼻，眉，その他）の
中から一つを選んで記入用紙に○印を付けさせた。なお，
情動についての６つの選択肢，及び部位についての５つ
の選択肢については，試行間で同じ並びにならないよう
にした。実験に要した時間は，およそ20分であった。
結果
１．顔全体に対する情動判断
　図２に，男性表情と女性表情に対する情動判断の正答
率を示した。幸福，驚き，悲しみについては男性表情，
恐怖，悲しみの顔写真それぞれ１枚ずつの，計12枚（全
て異なる人物）を使用した２。この12枚の顔写真それぞ
れについて，目から上のみ，及び口から下のみの画像（12
枚×２＝24枚）を作成した。また，練習試行用に，マツ
モト・工藤（1996）から日本人男性の幸福の顔写真１枚
を使用した。
　本試行では，目から上のみ，あるいは口から下のみの
画像を，女性，男性の順に，そして同じ情動が連続しな
いように１枚ずつ提示し，その後，顔全体の画像を１枚
ずつ提示した（画像の例として図１を参照）。
３．手続き
　実験は小集団（５〜10人）で実施した。初めに記入用
紙に年齢と性別を記入させた。次に，Microsoft Power 
Pointで作成したスライドをスクリーン（縦1.5m×横2.1m）
に１枚ずつ投影し（観察距離は３〜５m；提示時間は３
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間は 3 秒間），目から上のみ，あるいは口から下のみの
画像については，提示されるそれぞれの顔に表れている
と思う情動を，6つ（幸福，悲しみ，驚き，怒り，嫌悪，
恐怖）の中から一つを選んで記入用紙に○印を付けさせ，
顔全体の画像については，これに加えて，顔のどこの部
位で主に判断したのかを5つ（口，眼，鼻，眉，その他）
の中から一つを選んで記入用紙に○印を付けさせた。な
お，情動についての6つの選択肢，及び部位についての
5 つの選択肢については，試行間で同じ並びにならない
ようにした。実験に要した時間は，およそ 20 分であっ
た。 
 
結	 果 
 
１．顔全体に対する情動判断 
図2に，男性表情と女性表情に対する情動判断の正答
率を示した。幸福，驚き，悲しみについては男性表情，
女性表情とも正答率が90%を超えていた。怒りについて
は女性表情では90%を超えていたものの，男性表情では
70.6%の正答率であった（残りの 29.4%は嫌悪と判断）。
嫌悪については女性表情では64.7%（残りの35.3%は怒
りと判断）であったものの，男性表情では 8.8%と，正
答率が非常に低かった（88.2%が悲しみ，2.9%が驚きと
判断）。恐怖については男性表情，女性表情とも正答率
が低く（23.5%），男性表情では驚き（41.2%），悲しみ
（11.8%），嫌悪（11.8%），怒り（11.8%），女性表情で
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は驚き（44.1%），嫌悪（23.5%），怒り（5.9%），幸福（2.9%）
と判断されていた。 
 
２．顔の上部と下部に対する情動判断 
	 図3に，男性表情の，顔の上部と下部に対する情動判
断の正答率を示した。幸福については顔の下部に対する
判断の正答率が90%を超えており，上部においても70%
を超えていた。驚きについては顔の上部，下部とも正答
率が90%を超えていた。怒りについては顔の上部では正
答率が 80%を超えているものの，下部では 10%を下回
っていた（70.6%が嫌悪，20.6%が悲しみと判断）。悲し
みについては顔の上部では約 80%の正答率であったが，
下部では50%強であった（20.6%が恐怖，17.6%が嫌悪，
8.8%が驚きと判断）。嫌悪については顔の下部では正答 
率が 70%を超えていたものの，上部では 40%台半ばで
あった（47.1%が悲しみ，5.9%が驚き，2.9%が怒りと判
断）。恐怖については顔の上部，下部とも正答率が非常
に低く（それぞれ 11.8%，2.9%），顔の上部では驚き
（52.9%），怒り（11.8%），嫌悪（8.8%），悲しみ（8.8%），
幸福（5.9%），下部では驚き（82.4%），悲しみ（5.9%），
怒り（2.9%），幸福（2.9%），嫌悪（2.9%）と判断され 
ていた。 
次に各情動について，上部に対する判断の正答率と，
下部に対する判断の正答率に差が見られるかについて，
McNemarの検定をおこなった。その結果，驚きと恐怖
は有意でなかったが，幸福（p＜.05），怒り（p＜.001），
悲しみ（p＜.05），嫌悪（p＜.05）においては有意であっ
た。 
	 図4に，女性表情の，顔の上部と下部に対する情動判
断の正答率を示した。幸福については顔の下部に対する
判断の正答率が90%を超えており，上部においても70% 
を超えていた。驚きについては顔の上部，下部とも正答 
率が80%を超えていた。怒りについては顔の上部では正
答率が 70%を超えているものの（1 名無回答），下部で
は20%強であった（41.2%が悲しみ，32.4%が嫌悪，2.9%
が恐怖と判断）。悲しみについては顔の上部では 50%強
の正答率であり（32.4%が嫌悪，5.9%が怒り，2.9%が恐
怖，2.9%が驚きと判断；1 名無回答），下部では 20%台
半ばであった（44.1%が嫌悪，23.5%が怒り，5.9%が幸
福と判断）。嫌悪については顔の下部では 50%の正答率
であり（23.5%が怒り，14.7%が悲しみ，5.9%が幸福，
2.9%が驚き，2.9%が恐怖と判断），上部では正答率が
20%を下回っていた（55.9%が怒り，17.6%が恐怖，5.9%
が驚き，2.9%が悲しみと判断）。恐怖については顔の上
部では30%弱の正答率であったが（55.9%が驚き，5.9%
が怒り，2.9%が嫌悪，2.9%が悲しみ，2.9%が幸福と判
断），下部では正答率が5.9%と，全ての中で最も低かっ
た（64.7%が嫌悪，14.7%が悲しみ，8.8%が怒り，2.9%
が幸福，2.9%が驚きと判断）。 
	 次に各情動について，上部に対する判断の正答率と，
下部に対する判断の正答率に差が見られるかについて，
McNemarの検定をおこなった。その結果，驚きは有意
でなかったが，幸福（p＜.05），恐怖（p＜.05），怒り（p
＜.001），悲しみ（p＜.10），嫌悪（p＜.05）においては
有意ないしは有意な傾向であった。 
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であった（44.1%が嫌悪，23.5%が怒り，5.9%が幸福と判
断）。嫌悪については顔の下部では50%の正答率であり
（23.5%が怒り，14.7%が悲しみ，5.9%が幸福，2.9%が驚き，
2.9%が恐怖と判断），上部では正答率が20%を下回って
いた（55.9%が怒り，17.6%が恐怖，5.9%が驚き，2.9%が
悲しみと判断）。恐怖については顔の上部では30%弱の
正答率であったが（55.9%が驚き，5.9%が怒り，2.9%が
嫌悪，2.9%が悲しみ，2.9%が幸福と判断），下部では正
答率が5.9%と，全ての中で最も低かった（64.7%が嫌悪，
14.7%が悲しみ，8.8%が怒り，2.9%が幸福，2.9%が驚き
と判断）。
　次に各情動について，上部に対する判断の正答率と，
下部に対する判断の正答率に差が見られるかについて，
McNemarの検定をおこなった。その結果，驚きは有意
でなかったが，幸福（p ＜.05），恐怖（p ＜.05），怒り（p
＜.001），悲しみ（p ＜.10），嫌悪（p ＜.05）においては有
意ないしは有意な傾向であった。
考察
１．顔全体に対する情動判断について
　幸福，驚きの表情では，男性表情，女性表情とも正答
率が90%を超えており，アメリカ人男性（幸福），アメリ
カ人女性（驚き）の顔写真を用いた内藤（2014），白人男
女の顔写真を用いたEkman et al.（1987），日本人大学生
男女の顔写真を用いて，７つの情動（基本６情動と軽蔑）
それぞれが表れている程度を７段階評定させた中村・吉
川（1994）などの結果と一致した。さらに本研究では，
悲しみの表情についても，男女両方の表情で正答率が
90%を超えており，Ekman et al.（1987）と同水準の結果
が得られた。怒りの表情については，女性表情では正答
率が90%を超えたものの（アメリカ人女性の顔写真を用
いた内藤（2014）の結果と一致），男性表情では正答率が
70.6%で，誤答は全て嫌悪であったが，この傾向は中村・
吉川（1994）の結果と一致した。嫌悪の表情については，
男性表情と女性表情で大きな違いが見られ，女性表情で
は正答率が64.7%であったものの（Ekman et al.（1987）
と同水準の結果），男性表情では8.8%と，本研究と同じ
ように日本人男性を用いた内藤（2014）よりも正答率が
低く，誤答の大半は悲しみであった。その理由として，
嫌悪の表情に特徴的な「鼻に皺を寄せる（AU9）」「上唇を
上げる（AU10）」が見られないこと，悲しみの表情で見
られる「眉は内側に引き寄せられる（AU4）」が見られる
ことが，可能性として考えられる。恐怖の表情について
は，男性表情，女性表情とも正答率が低く（日本人女性
女性表情とも正答率が90%を超えていた。怒りについて
は女性表情では90%を超えていたものの，男性表情では
70.6%の正答率であった（残りの29.4%は嫌悪と判断）。
嫌悪については女性表情では64.7%（残りの35.3%は怒り
と判断）であったものの，男性表情では8.8%と，正答率
が非常に低かった（88.2%が悲しみ，2.9%が驚きと判断）。
恐怖については男性表情，女性表情とも正答率が低く
（23.5%），男性表情では驚き（41.2%），悲しみ（11.8%），
嫌悪（11.8%），怒り（11.8%），女性表情では驚き（44.1%），
嫌悪（23.5%），怒り（5.9%），幸福（2.9%）と判断されて
いた。
２．顔の上部と下部に対する情動判断
　図３に，男性表情の，顔の上部と下部に対する情動判
断の正答率を示した。幸福については顔の下部に対する
判断の正答率が90%を超えており，上部においても70%
を超えていた。驚きについては顔の上部，下部とも正答
率が90%を超えていた。怒りについては顔の上部では正
答率が80%を超えているものの，下部では10%を下回っ
ていた（70.6%が嫌悪，20.6%が悲しみと判断）。悲しみ
については顔の上部では約80%の正答率であったが，下
部では50%強であった（20.6%が恐怖，17.6%が嫌悪，8.8%
が驚きと判断）。嫌悪については顔の下部では正答率が
70%を超えていたものの，上部では40%台半ばであった
（47.1%が悲しみ，5.9%が驚き，2.9%が怒りと判断）。恐
怖については顔の上部，下部とも正答率が非常に低く（そ
れぞれ11.8%，2.9%），顔の上部では驚き（52.9%），怒り
（11.8%），嫌悪（8.8%），悲しみ（8.8%），幸福（5.9%），下
部では驚き（82.4%），悲しみ（5.9%），怒り（2.9%），幸福
（2.9%），嫌悪（2.9%）と判断されていた。
　次に各情動について，上部に対する判断の正答率と，
下部に対する判断の正答率に差が見られるかについて，
McNemarの検定をおこなった。その結果，驚きと恐怖
は有意でなかったが，幸福（p ＜.05），怒り（p ＜.001），
悲しみ（p ＜.05），嫌悪（p ＜.05）においては有意であった。
　図４に，女性表情の，顔の上部と下部に対する情動判
断の正答率を示した。幸福については顔の下部に対する
判断の正答率が90%を超えており，上部においても70%
を超えていた。驚きについては顔の上部，下部とも正答
率が80%を超えていた。怒りについては顔の上部では正
答率が70%を超えているものの（１名無回答），下部では
20%強であった（41.2%が悲しみ，32.4%が嫌悪，2.9%が
恐怖と判断）。悲しみについては顔の上部では50%強の
正答率であり（32.4%が嫌悪，5.9%が怒り，2.9%が恐怖，
2.9%が驚きと判断；１名無回答），下部では20%台半ば
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が正答率が有意に高かった。（正答率は本研究よりも低
いが，日本人男性の顔写真を用いた内藤（2014）の結果
と類似。）そのため，嫌悪の表情では顔の上部が隠され
た場合と下部が隠された場合で，情動の判断の難しさに
違いは見られないという仮説は支持されなかった。嫌悪
の表情の上部にはAU９（鼻に皺を寄せる），下部には
AU10（上唇を上げる）が見られるとされる。本研究で用
いた男性表情の上部にはAU９が見られず，悲しみの表
情などに見られるAU４が見られる（実際，誤答の約半数
は悲しみ）。一方，マツモト・工藤（1996）に掲載されて
いる嫌悪の表情を見ると，下部にAU10が見られる場合
に，上歯と下歯が咬み合わされているところ（あるいは
咬み合わせた場合の上歯）が見える場合が存在する。本
研究における男性表情ではAU10は見られないものの，
咬み合わせた場合の上歯の一部が見えていた。これらの
ことから，上部よりも下部のほうが正答率が高くなった
可能性が考えられるが，今後はAU９とAU10の両方が見
られる嫌悪の表情を用いて再検討する必要がある。一方，
女性表情の上部にはAU９が見られるものの，AU４も見
られる。その一方で，下部にはAU10が見られない。上
部でAU９が見られるにもかかわらず，なぜ今回のよう
な結果になったのかについては明らかでないが，男性表
情と同様，AU９とAU10の両方が見られる嫌悪の表情を
用いて再検討する必要がある。
　恐怖の表情について，上部に対する正答率と下部に対
する正答率に差が見られるかについて検定をおこなった
ところ，男性表情では上部と下部の正答率に有意な差は
見られなかったが，女性表情では下部よりも上部のほう
が正答率が有意に高かった。そのため，恐怖の表情では
顔の上部が隠された場合に判断が難しくなるという仮説
は，女性表情の場合のみ支持された。しかしながら，男
性表情も含め，正答率は，高くてもチャンスレベル
（16.7%）よりも10%高い程度であるため（内藤（2014）の
結果と類似），顔全体に対してもより高い正答率が得ら
れる顔写真を用いて，再検討する必要がある。その一方
で，本研究で用いた男性表情，女性表情ともに，恐怖の
表情で見られるとされるAUが見られることから，顔の
上部，下部を含めた顔全体の正答率の低さは，表情の側
にではなく，情動を判断する側に起因する可能性，例え
ば，否定的な情動を人前で示すべきでないという日本人
特有の表示規則が，否定的な情動の知覚を妨げるメカニ
ズムとして機能すること（マツモト・工藤，1996）など
についても，検討する必要がある。
３．今後の課題
の顔写真を用いた内藤（2014）と同水準の結果），男性表
情，女性表情とも誤答の約半数が驚きであった（この結
果も内藤（2014）と類似）。その理由として，恐怖と驚き
で，共通するAUが多いこと（AU１，２，５）が挙げられる。
２．顔の上部と下部に対する情動判断について
　幸福の表情について，上部に対する正答率と下部に対
する正答率に差が見られるかについて検定をおこなった
ところ，男性表情，女性表情とも上部よりも下部のほう
が正答率が有意に高かった。この結果は，幸福の表情で
は顔の下部が隠された場合に判断が難しくなるという仮
説を支持する。
　驚きの表情について，上部に対する正答率と下部に対
する正答率に差が見られるかについて検定をおこなった
ところ，男性表情，女性表情とも上部と下部の正答率に
有意差は見られず，驚きの表情では顔の上部が隠された
場合に判断が難しくなるという仮説は支持されなかっ
た。驚きの表情の下部には，他の表情には見られないと
されるAU26（顎が下がる）があり，本研究で用いた男性
表情，及び女性表情にも表れていることから，上部との
差が見られなかったと考えられる。
　怒りの表情について，上部に対する正答率と下部に対
する正答率に差が見られるかについて検定をおこなった
ところ，男性表情，女性表情とも下部よりも上部のほう
が正答率が有意に高かった。この結果は，怒りの表情で
は顔の上部が隠された場合に判断が難しくなるという仮
説を支持する。
　悲しみの表情について，上部に対する正答率と下部に
対する正答率に差が見られるかについて検定をおこなっ
たところ，男性表情では下部よりも上部のほうが正答率
が有意に高く，女性表情では下部よりも上部のほうが正
答率が有意に高い傾向が見られた。（正答率は本研究よ
りも低いが，日本人男性の顔写真を用いた内藤（2014）
の結果と類似。）そのため，悲しみの表情では顔の上部
が隠された場合と下部が隠された場合で，情動の判断の
難しさに違いは見られないという仮説は支持されなかっ
た。悲しみの表情の上部にはAU１（眉の内側を持ち上げ
る）とAU４（眉は内側に引き寄せられる），下部にはAU
６（頬が持ち上げられる）とAU15（口唇の端は引き下げ
られる）が見られるとされる。本研究で用いた顔写真で
はAU６とAU15（特にAU15）があまり見られないため，
今回のような結果になったと考えられる。
　嫌悪の表情について，上部に対する正答率と下部に対
する正答率に差が見られるかについて検定をおこなった
ところ，男性表情，女性表情とも上部よりも下部のほう
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　本研究において，幸福（上部＜下部）と怒り（上部＞下
部）の表情については，男性表情であろうと女性表情で
あろうと仮説は支持された。恐怖の表情（上部＞下部）
については，女性表情の場合のみ仮説は支持されたが，
男性表情も含めて正答率が非常に低かった。それ以外の
驚き，悲しみ，嫌悪の表情については，仮説は支持され
なかった。
　悲しみと嫌悪の表情において，必要なAUがあまり表
れていなかった（悲しみ：男性表情，女性表情，嫌悪：
男性表情）のは，人によって表情筋の動かし方が異なる
（木村，2013）ことによるのかもしれない。そのため，
本研究とは別の顔写真を用いた検討が，引き続き必要で
あろう。また，驚きの表情では，他の情動には見られな
いAUの存在が，判断に影響した可能性が考えられたが，
今後はその情動にしかないAUが，情動判断に及ぼす影
響についても検討することが必要であろう。
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